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農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
が
心
配
さ
れ
る
中
、

10
年
後
に
誰
が
ど
の
よ
う
に
農
地
を
使
っ
て
農
業
を
進
め
て

い
く
の
か
を
取
り
ま
と
め
る
「
地
域
計
画
」
の
策
定
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
人
・
農
地
プ
ラ
ン
が
「
地
域
計
画
」
と
し
て

法
律
に
定
め
ら
れ
、
地
域
で
の
話
し
合
い
に
よ
っ
て
、
目
指

す
べ
き
将
来
の
農
地
利
用
の
姿
を
明
確
化
し
、
計
画
に
沿
っ

た
取
り
組
み
を
実
行
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
の
耕
作
者
を
示
し
た
地
図
を
見
な
が
ら
、
担

い
手
を
中
心
に
話
し
合
い
を
進
め
、
10
年
後
の
目
指
す
べ
き

農
地
利
用
の
姿
を
表
示
し
た
「
目
標
地
図
」
を
作
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

　

そ
の
「
目
標
地
図
」
の
実
現
を
目

指
し
て
、
ま
と
ま
っ
た
農
地
で
効
率

よ
く
農
作
業
が
で
き
る
よ
う
、
農
地

バ
ン
ク
を
活
用
し
た
農
地
の
集
約
化

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

地
域
農
業
の
未
来
「
地
域
計
画
」
の
策
定



２

農
地
の
利
用
状
況
調
査

「
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
」
を
実
施
し
ま
す

令
和
６
年
度

農
業
委
員
会
研
修
会･

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
出
発
式

　

農
業
委
員
会
で
は
「
農
地
等
の

利
用
の
最
適
化
」
を
推
進
し
て
い

く
た
め
に
、
地
域
の
農
地
利
用
状

況
の
確
認
と
遊
休
農
地
の
実
態
把

握
や
発
生
防
止
・
解
消
な
ど
の
指

導
の
た
め
、
毎
年
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
９
月
、
10
月
を
中
心
に

農
業
委
員
及
び
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
が
管
内
の
農
地
を
パ
ト

ロ
ー
ル
し
ま
す
。
農
地
に
立
ち
入

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

現
地
調
査
の
結
果
、「
遊
休
農

地
」
ま
た
は
「
遊
休
化
の
恐
れ
が

あ
る
農
地
」
の
所
有
者
に
「
利
用

意
向
調
査
」
を
行
い
ま
す
。
農
業
委
員
ま
た
は
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

が
訪
問
し
て
聞
き
取
り
を
行
い
ま
す
の
で
併
せ
て
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

農
地
の
適
正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す

　

農
地
の
手
入
れ
が
さ
れ
な
い
と
病
害
虫
の

発
生
源
と
な
り
、
近
隣
の
農
地
や
地
域
住
民

の
方
の
ご
迷
惑
と
な
り
ま
す
。
所
有
者
、
耕

作
者
の
方
は
草
刈
り
を
す
る
な
ど
適
正
な
管

理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

８
月
８
日
、
中
能
登
町
の
ラ
ピ
ア
鹿
島
に
お
い
て
、
農
業
委
員
会
研
修
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
農
業
会
議
所
の
担
当
者
に
よ
る
農
業
や
農
政
を
巡
る
情
勢
な
ど
に
つ
い

て
の
講
義
や
、
石
川
県
担
当
者
か
ら
能
登
半
島
地
震
の
被
害
状
況
や
復
興
プ
ラ

ン
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
能
登
地
区
３
町
の
農
業
委
員
会

か
ら
地
域
計
画
の
策
定
に
向
け
た
取
り
組
み
状
況
等
に
つ
い
て
事
例
発
表
が
あ

り
ま
し
た
。

　

研
修
会
終
了
後
は
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
出
発
式
が
行
わ
れ
、
耕
作
放
棄
地
の
解

消
や
無
断
転
用
防
止
な
ど
農
地
の
効

率
的
な
利
用
促
進
に
向
け
た
取
組
み

の
一
層
の
強
化
の
た
め
、
ガ
ン
バ

ロ
ー
三
唱
を
参
加
者
全
員
で
行
い
、

意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
し
た
。

出発式







熱
中
症
に
な
り
に
く
い
身
体
づ
く
り

農
業
委
員
（
管
理
栄
養
士
）
　
橋
本
　
良
子

　
ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
き
ま
す
。
元
気
に
農
作
業
が
で
き
る
よ
う

熱
中
症
に
な
り
に
く
い
身
体
づ
く
り
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

5

女
性
農
業
委
員
の
活
動
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〜
災
害
時
に
も
使
え
る
ポ
リ
袋
ク
ッ
キ
ン
グ
〜

　

７
月
26
日
（
金
）
に
31
名
の
参
加
者
の
も
と
、
橋
本
良
子
委
員
に
よ
る

料
理
教
室
を
パ
ト
リ
ア
１
階
里
山
里
海
キ
ッ
チ
ン
で
行
い
ま
し
た
。
地
元

の
夏
野
菜
を
利
用
し
た
煮
物
や
お
か
ゆ
な
ど
、
ポ
リ
袋
を
使
っ
て
美
味
し

く
作
れ
る
料
理
方
法
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
「
ポ
リ
袋
ク
ッ
キ
ン
グ
」
と
は
、ポ
リ
袋
の
中
に
材
料
と
調
味
料
を
入
れ
、

空
気
を
追
い
出
し
て
湯
煎
す
る
こ
と
に
よ
り
、
簡
単
に
、
誰
で
も
作
れ
る

調
理
方
法
で
す
。
調
理
時
間
の
短
縮
や
調
味
料
の
減
量
、
栄
養
素
の
流
出

防
止
や
、
一
つ
の
鍋
で
複
数
を
同
時
に
調
理
で
き
る
等
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。

　

今
回
短
い
時
間
で
３
種
類
の
お
か
ず
と
ご
は
ん
、
お
か
ゆ
を
作
り
、
美

味
し
く
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
野

菜
の
重
さ
当
て
ク
イ
ズ
で
は
、
見

て
、
触
れ
て
、
楽
し
い
時
間
と
な

り
ま
し
た
。

　
「
こ
の
ポ
リ
袋
を
利
用
し
た
料

理
は
、災
害
の
時
だ
け
で
は
な
く
、

介
護
食
な
ど
に
も
利
用
で
き
る
と

と
も
に
い
ざ
と
い
う
時
に
も
す
ぐ

に
対
応
で
き
る
た
め
、
普
段
か
ら

ぜ
ひ
作
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

　令和５年度は成獣335頭、
幼獣204頭、計539頭でし
た。令和４年度と比べると134
頭の捕獲数が減少しました。
　農作物への被害を防ぐため
にも、猟銃免許を取得して有
害捕獲隊員になりませんか。

イノシシ有害捕獲数調べ
（七尾市管内）

成獣：80 ㎝以上
幼獣：80 ㎝以下
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【お問合せ】 農林水産課鳥獣被害対策室 ☎５３－８４２２

令和5年 4月～令和 6年 3月末

時
間
を
決
め
て
水
分
補
給
。水
分
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
身
体
に
し
ま
し
ょ
う
。冷
た
い
物
よ
り

暖
か
い
物
が
お
す
す
め
！

食
事
で
ほ
ど
よ
く
塩
分
を
と
り
、屋
外
作
業
の

時
は
意
識
し
て
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど
を

飲
み
ま
し
ょ
う
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
入
浴
な
ど
汗
を
か
く
機
会

を
増
や
し
ま
し
ょ
う
！
体
を
動
か
し
た
ら
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
水
分
の
補
給
を
！

上
質
な
睡
眠
は
翌
日
の
熱
中
症
予
防
と
な
り

ま
す
。30
分
程
度
の
お
昼
寝
も
体
力
維
持
に

は
有
効
で
す
！

バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
で
丈
夫
な
身
体
に
し

ま
し
ょ
う
。１
回
の
食
事
で
約
５
０
０
㎖
の

水
分
が
摂
れ
ま
す
。き
ち
ん
と
食
べ
る
こ
と

が
基
本
で
す
！

・
水
分

・
睡
眠

・
食
事

・
塩
分

・
運
動
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編集後記
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経営と暮らしに
役立つ情報がいっぱい

◆発行日　毎週金曜日
◆購読料　一カ月700 円　年額 8,400 円

３つの要件を満たせばどなたでも加入できます！

◆加入資格
　６０歳未満
　国民年金第１号被保険者
　年間 60日以上農業従事

お問い合わせ、お申し込みは農業委員会へ　☎ 53-8440　FAX 52-7765

を購読
しましょう！

　税制面の優遇措置や終身年金で80歳までの保
障付きなど様々なメリットがあります。
　お気軽にご相談ください。

国が支
える

国が支
える

安心が
大きく

なる
安心が

大きく
なる

農 業 者 年 金
[愛称]

担い 手 積立年金

農業者の皆様へ
農地の貸し借り（売買）は、令和７年４月から、３つから２つの方法になります！

①農地法第３条による許可

②相対による農地の貸借

③農地バンクによる農地の貸借

農地バンク活用には  各種メリットがあります！

② 〔 現　行 〕
相対の農地の貸借（※1）

令和７年３月までは
経過措置期間として
活用可能（※3）

貸し手 借り手

③ 〔 令和７年４月以降 〕

貸し手 借り手

目標地図（※2）の実現に向けた
農地バンクによる農地の貸借

※１　市町村が作成する農用地利用集積計画
※２　目標地図：市町村の作成する地域計画において、農地一筆
　　　ごとに将来、誰が耕作するのかを示した地域農業の未来設
　　　計図。随時更新が可能。
※３　地域計画を公告した地区については、経過措置は活用でき
　　　ません。

　　　　　　貸し手のメリット
●賃料は農地バンクから確実に振り込まれる
●貸した農地は、貸付期間終了後、返却されるので
　安心
●農地バンクに貸し付けた農地について、税制優遇
　が受けられる
●

地域のメリット ●機構集積協力金が交付される（使い道は地域で自由に決定）
●農家負担ゼロの条件整備が受けられる

　　　　　　借り手のメリット
●まとまった農地を長期間、安定的に借受できる
●複数所有者から農地を借りる場合であっても、賃料
　支払や契約事務について、農地バンクが契約を一本
　にまとめてくれる
●貸し手の相続時の対応は、農地バンクが行ってくれる

　地域計画の目標地図を作成するため、地域で
の話し合いが進められています。今年は地震から
始まり大変な思いで農作業されていると思います。
こんな時だからこそ10年後、明るい将来を皆様
と考えていきたいと思っていますので、みなさん
のご協力お願いいたします。

編集委員一同


